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原子力機構の対応体制の強化
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機構対策本部（3月11日設置）
本部長：理事長 本部長代理：副理事長、理事：1名 本部長補佐：安全統括部長

本部員：理事、関係部長等
（情報専任者、情報班、広報班、総務班、資材調達班、厚生医療班）

【機構対策本部、各支援本部で約１００名が活動】
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原子力緊急支援・研修センター長 支援派遣調整チーム

敦賀支援本部：２３名
敦賀支援本部長：副理事長・敦賀本部長
副本部長：理事、敦賀本部長代理
（プラント対応班、庶務班、広報班）

【主な活動】
・施設の安全性確認、安全性向上対策
の検討

・国、福島県への支援
（特殊車両、防護資材、要員派遣等）

・福井県等地元の皆さまへの情報発信
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地震後のもんじゅ設備の確認及び対応状況

電源車を１台配備
（3/18～）

【点検等の状況】

【燃料貯蔵設備】

地震･津波発生時の対応手順を
再確認（3/18～）

停止機能・除熱機能・閉じ込
め機能の安全確認

海水ポンプ室の防水壁の点検を
実施（～3/18）

※福井県殿のご要請を受けた対応

現在は、炉心
の崩壊熱が小
さく（約45ｋＷ）

原子炉容器か
らの自然放熱
（約50ｋＷ）で

除熱できる。

燃料

１次主冷却系
循環ポンプ

中間熱交換器

２次主冷却系
循環ポンプ

空気冷却器蒸気発生器
（蒸発器）

蒸気発生器
（過熱器）

ﾀｰﾋﾞﾝ

発電機

復水器

制御棒

循環水
給水

伝熱管 伝熱管

「止める」
１次主冷却系

循環ポンプ

中間熱交換器

２次主冷却系
循環ポンプ

空気冷却器
蒸気発生器
（蒸発器）

蒸気発生器

（過熱器）

ﾀｰﾋﾞﾝ 発電機

復水器

制御棒

伝熱管 伝熱管

原子炉格納容器
原子炉建物

炉心

原子炉容器
ガードベッセル

現在、原子炉停止中
（設備点検中）

循環ポンプが運転不可でも
ナトリウムは空気冷却器で
冷やされ自然循環する。

循環水ポンプ

外気

大気放散

非常用ディーゼル発電機の
起動試験（3/11、3/16）

ディーゼル
発電機

原子炉補機冷却海水ポンプ

十分冷却された燃料を貯蔵

炉外燃料貯蔵槽
燃料池（水プール）

原子炉
ポンプや送風機が運転ができなくなった
場合でも、自然循環により冷却可能。

自
然
循
環

外気
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まとめ

〇福島原子力発電所事故を非常に重大なものと受け止め、
更なる安全性、信頼性を確保する観点から、事故の情
報収集、分析ならびに必要な対策検討を行い、実施可
能なものからすみやかに実施していく。

○「もんじゅ」は現在停止中であり、地震・津波に対して必
要な安全機能の確認や設備点検を今後とも行っていく。

〇今回の地震を踏まえた対策については、今後得られた
知見を適切に反映していく。
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